
平成２８年４月
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八戸市東京事務所長

八戸レポートの送付について

　

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

「八戸レポート 平成２８年４月号」 をお送りいたしますので、 ご高覧くださいます

ようお願いいたします。

　

八戸では、 平成２９年１月１日の中核市移行に向けて、去る４月８日に、高市早苗

総務相に、 中核市の指定を求める申出書を提出しました。 改正政令が閣議決定され、
公布、施行されると、 中核市に移行します。

　

これまで以上に、市民の皆さまのニーズを把握し、きめ細かな行政サービスの提供

と、特色あるまちづくりのためにまい進してまいりますので、 今後ともご指導、 ご協

力お願いします。

　

さて、 ４月１日付けの人事異動により、当事務所の職員が、 次のとおり変更となり

ました。当事務所所長の鈴木、新たに赴任しました古町、嘱託職員の龍利の３人体制
となります。

　

引き続き、 ご指導を賜りますようお願い申し上げます。
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行政管理課

◎八戸特派大使の方々へのお願い

職業、役職、住所などに変更がある場合は、八戸市広報統計課または八戸市東京

事務所までお知らせくださいますようお願い申し上げます。

八戸市東京事務所
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東北六魂祭（６月青森市開催）に八戸三社大祭参加へ
蕪島

　

遺跡試掘で縄文早期の建物跡発見
八戸学院大 女子ラグビー部創設へ
「八戸銀サバトロづけ井」バス乗車券とセット販売
声楽アンサンブル］ンテスト全国大会 八戸東高が初の金賞受賞！

昨夏の八戸三社大祭 経済波及効果は５７億円



【行政】

（１）

八戸保健所と市民病院

　

初のＭＥＲＳ対応訓練

八戸保健所は１９日、中東呼吸器症候群（ＭＥＲＳ） 発生時を想定した〆
」．＝＊；同保健所と八戸市

立市民病院でォ孔、、関係者が患者移送時の注意点や各機関との連携を確認した。訓練は、ＭＥＲＳ流行

国で感染が疑われる患者を看護した３０代の女性に、発熱の症状が出たとし、う設定。感染症移送車両で
病院に搬送した後、各担当者が検体採取や移送車両の消毒を行い、防護服の脱衣時にも注意を払うな
どした。ＭＥＲＳの対応訓練は、八戸保健所では初めてで、保健所や市、病院の職員ら約３０人が参加し

（２）

八戸市と周辺７町村

　

連携中枢都市圏に合意

八戸圏域定住自立圏を構成する八戸市と三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、おしらせ町、新

郷村の１市６町１村は、３月２３日にユートリ－で市町村会議を開き、八戸市を中心市とする連携中枢都

市圏の形成に合意した。連携中枢都市圏は、人口減少社会において、地方の生活や経済を維持するた
め、自治体間の連携を促す制度。小林員市長は「中核市移行後、できるだけ早期に手続きを進め、
２０１７年度からは国の財政措置を活用しながら連携中枢都市圏の取り組みを推進したし、」と述べ、中枢都
市の要件である中核市移行に先駆けて、連携協約や都市圏ビジョンの策定を進め、１７年度の早し、時期

　　　　

”．卜…Ｆラ力針を示した。Ｕ 百１１「ロ服翌′－ノ′一丸ニー

（３）

町内会に若し、人材を

　

八戸市が加入促進へあの手この手

″町内会離れ″に歯止めをかけようと、八戸市は２０１６年度、加入率アップ対策に本腰をし、れる。インター

ネット動画やｆａｃｅｂｏｏｋ、コミュニティラジオＢｅＦＭで活動をＰＲするほか、担し、手育成のための講座を実施

する予定。加入率の低下に悩む町内会関係者は効果を期待する。

（４）

八戸市と空撮事業３社が協定締結

　

災害時に無人機を活用

八戸市は、市内で空撮事業を手掛ける３社でつくる「青森県南ＵＡＶ（無人航空機）ネットワーク」と、
地震や津波、風水害などの災害時の情報収集に無人航空機を活用するための協定を締結した。災害時

し中が設置９る災言連鎖－本部が必要と判断した場合、市から出動を要請された同ネットワークが、災害現
↓日ず「÷…品Ｌｒ軍ｆｉ

　　　　　

＝－」、メール送信やデータを持ち込む形で提供する。同様の協定締結は弘前市に次いで

青森県内では２例目。

（５）

八戸市内事業所の１７％

　

－現在も震災によ三二日がある」

今年２月に八戸市内の事業所を対象に行った、東日本大震災の影響に関する菰
▲●」；が公表された。

回答した１２６３事業所の１７．１％に当たる２１６事業所が「現在も（震災による）影響がある」とした。業種
別では、製造業、卸売業で「影響がある」と答えた割合が多かった。現在直面している経営上の問題点は、
「人材確保」が４４．７％で最も多く、このほか「需要の停滞（売り上げ不振）」が３７．６％、「仕入れ単価の
上昇」が２５，１％で目立った。

（６）

六日町複合ピルにヤフー八戸センターが入居

八戸市の旧レック・旧マルマツ跡地の再開発で、江陽閣が六日町側も．一′
盗める複合ビルの２、３階の

賞しオフィスに、ヤフー八戸センターが入居することが分かづた。複合ピルは４階建てで「ガーデンテラス」と命

名。１階力ザックセンターなどが入る商業エリア、２・３階が貸し才フィス、４階は江陽閣が、屋上テラスやカフェな

どを設けるとみられる。ヤフー八戸センター｛蝦き在十三日町のチーノに事務所を構えているが、従業員の増

加や、現事務所の賃貸契約の更新時期を迎えたことなどを移転理由に挙げてし、る。



（７）

三菱製紙

　

王子ホールディングスと共同でバイオマス発電事業を開始へ
三菱製紙（東京）が主力の八戸工場で、王子ホールディングス（同）との共同によるバイオマス発電事
業を行う。今秋に＋，．

　

Ｕｒデに入り、２０１９年６月ごろをめど｛しデ；，三開始する計画。出力は７万５千キロ
ワットで、年間１１０億円の売電収入を見込む。紙の需要が低迷する中、新規事業により、経営基盤の強
化を狙う。

：きき鯨総きざ耀き；総離籍÷だき熟さ聾鴛耐￥繋‘さ謡
「ワイングラスでおいしい日本酒アワード」樽ｋｉｌｌ大吟醸純米が最高金賞受賞！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　

・
日本酒造組合中央会で開催された「ウイングラスでおいしい日本酒アワード２０１６」審査会で、おいらせ町
の酒造メーカー「桃川」が出品した隣り６川大吟醸純米」が大吟醸部門で最高金賞を受賞した。アワードは、
ワイングラスで日本酒を飲む新しいスタイルを提案し、世代や国を越えた日本酒の消費拡大を目指して開
催され、今年で６回目。受賞した杉Ｂｉｌｌ大吟醸純米は、青森県産の「華想い」を使用。同社の関係者は
「華やかな香りが特徴的な華想いなのでワイングラスで飲むには最適。日本酒が苦手という方の意識を変え
たい」と喜びを語った。

（９）

高校家庭科技術検定で千葉高生７人が「四冠王」

八戸市の千葉学園高生活文化科３年生の７人が、高校家庭科技術検定で保育、和服Ｊ羊服、食物調
理の４分野で、最も難易度の高い１級の取得者に贈られる「四冠王」に輝いた。同校では過去最多。青森
県内で７人のみ、全国でも４７人とし、う』庚挙。同校の全種目合格者の輩出は今回で１０年連続となった。

（１０）

燕島山頂

　

風景変われどもウミネコ飛来続々

火災で焼失した蕪嶋神社に、″春の使者〃のウミネ］が例年通りに姿を見せた。
・
ウミネ］は、２月上旬から島

の近くに姿を現し始め、１４日、蕪嶋神社の関係者が、今年初めての着島を確認した。ウミネコ監視員によ
ると、飛来は羽数、時期ともに例年並みとし、う。巣作りは３月末から始まり、産卵は４月中旬 ホイヒは約１カ
月後になる見通し。野津宮司はウミネコの飛来に「一安心した。新しい一歩を踏み出していこうという気持ち
になった」と語った。

（１１）

「ヒューマンバンドｏｎ３，１１」 ３００人が新Ｆりの輪

３月１１日、種差海岸の天然芝生地で５回目の「ＨＵＭＡＮＢＡＮＤ（ｂＬーマンバンド）ｏｎ３．１１」が
行われた。県内外の約３００人が海に向かって手をつなぎ、震災復興支援ソング「花は咲く」と届、るさと」を合
唱した。また、館鼻岸壁には朝市出店者約１２０人が集合し、”…－“．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・一 伽，※；」フした後、避 難訓 練に

臨み、館鼻公園まで坂道防ぐ続く道のりを１α分ほどかけて歩いた。ヒューマンバンドは全国各地で実施された
が、同じ形で続いてし、るのは八戸市だけとなる。

（１２）

館鼻岸壁朝市

　

２ヵ月半ぶりに再開

八戸市の′ハマぐの日曜名物となってし、る館鼻岸壁の朝市が３月１３日、約２カ月半ぶりに再開された。会場
には、夜明けとともに生鮮食品や惣菜、日用品など多彩な商品を扱う約２５０店が並び、訪れた大勢の買
し、物客で活気にあふれた。館鼻朝市は２００３年に始まり、ピーク時は３５０以上もの店が出店する、市内最
大規模の朝市。１２月までの毎週日曜、夜明けから午前１０時ごろまで開催される。

（１３）

政府関係機関の地方移転事業のＭ環で、八戸工業大に、国立研究開発法人海洋研究開発機構
（ＪＡＭＳＴＥＣ、本部・横須賀市）の人材育成機能を移転させること鴬奥まった。機能移転を受け、同大
は２０１６年度から、機構が講義の一部を受け持つ海洋関連の新］－スや、・車情ヘマ．ニリ奴，日ＬＩロリ切．検

討を本格化させる。八戸市や青森県は、将来的な研究機能の集積も見据えており、関係者は「海洋人材
の拠点化と、産業振興への第一歩だ」と希望に胸を躍らせてし、る。



（６月青森市開催）

（２０）

へ

６月２５、２６日に青森市で開かれる「東北六魂祭」に、「長横町粋組」の山車が参加する。東北六魂祭
は、東北６県の県庁所在地の代表的な夏祭りを一堂に集めたイベント。震災復興の一環として、２０１１年

から東北６県持ち回りで開催されており、青森開催で一巡する。東北６県の祭りが同市の国道７号を練り
歩くバレードヘの参加も検討されてし、るとし、う。

（１４）

八戸市民病院緩和ケア病棟

　

２０１９年度運用開始を想定

八戸中立中二．－－し止扇ご；入山９０蟹ネロケア病棟で、有識者でつくる「緩和ケア病棟整備検討会」が、
設備内容などをまとめた頬白；▲ナニＢ」－－ｕノ三浦一章院長に提出した。報告によると、病院敷地内に

個室２０床程度の緩和ケア病棟を既存の病棟と渡り廊下でつなぐ形で新設する。設計、工事などに３年ほ
どの期間を要すると想定し、２０１９年度の運用開始を目指す。

（１５）

もぐらんぴあ（久慈市）の「カメ吉」 ５年ぶりに古里に戻る

東日本大震災の津波で全壊した久慈市の久慈地下水族科学館「もぐらんぴあ」から救出され、八戸市水

産科学館「マリエント」に避難していたア才ウミガメの「カメ吉」が３月２１日、再建された古里の「もぐらんぴあ」

に５年ぶりの′帰還″を果たした。両施設で開かれた見送りと出迎えのセレモニーには多くの子どもらが集まり、
両市の辞を深め、復興の象徴となったカメ吉の門出を祝った。

（１６）

日本酒ショップくるみや ネットショップ３年連続で金賞

日本酒ショップくるみや（八戸市旭ヶ丘）が、「ネットショップ大賞２０１５ＧＦＵ＼ＮＤＰＲＩＸ」（インターネット

通販総合支援サービス提供の「Ｅストアー」が主催）で、；＝^
，
．ＩＨ当の金賞に輝し、た。青森県内の日本

酒を中心に常時千点以上の酒類を販売。豊富な品ぞろえ、丁寧な梱包・接客で利用者から高い信頼を
得てし、るほか、「日本の酒蔵を元気にしたし、」との熱意が伝わり、ファンが増えている点が評価されたという。く

るみやは、各都道府県内で売り上げなどの成績がトップの店舗に贈られる賞を３年連続での受賞となった。

（１７）

蕪嶋神社再建募金

　

全国からの善意１４００万円送る

デーリー東北新聞社は３月２５日、社殿を焼失した蕪嶋神社の再建を支援するため設立した「蕪嶋神社再
建募金」に寄せられた１４３５万１１２６円を、神社再建実行委員会に送った。昨年１１月２５日から今年３月

２２日までに全国３５０の個人、企業、団体から善意が寄せられた。募金は今後も受け付ける。

（１８）

千葉高看護専攻科

　

国家試験に４年連続の全員合格

八戸市ｍＴ兼学＝，「【“－▽－）き…と２０１５年度に卒業した学生２５人が、２月に実施された看護師の国

家試験に合格した。同校の合格率１００％達成は４年連続、６回目。同校のか」キユラムは、看護科３年間
と同科２年間を合わせた５年一貫教育。修了後に、旨

　　

，ニ琢‐，ｒ磯の▽融資格が得られる。２５人は、４

年次に座学、５年次に実習に取り組みながら試験勉強を重ねた。

（１９）

八戸港に春の到来告げるブドウエビ水揚げ

八戸市第２魚市場で３月３０日、八戸近海で漁獲したブドウエビ約１６キ□が上場した。全国的に漁獲量が

少なく、「幻のエビ」と呼ばれる高級食材で、八戸港にはこの時期に水揚げされる。ブドウエビは肉質がよく甘

味が濃厚で、刺し身やすしのねたなどとして珍重される。この時期ならではの希少なエビに、仲買業者も「うま
そうだ」と声を弾ませて品定めしてし、た。鮮やかに紫がかったエビが、ハマに春の到来を告げた。
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八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館は、火災（焼失した
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の結果、縄文時代早期（約９千～７千年前）の建物跡が見つかったことを明らかにした。調査は３月８～
１１日、刺

　

′

　

ｍ予定地約３２２平方メートルで実施。地表から２０～１８０センチの深さまで掘り、遺物や遺
構の有無、土の堆積状況を確認した。建物跡の撃と床、縄文早期中葉の「吹切沢（ふっきりさわ）式土
器」や、縄文早期後葉の「ムシリ１式土器」、また続縄文土器（約１５００年前）、弥生土器（約１７００
年前）、石錘（せきすし、）などが出土した。

（２２）

八戸学院大学は、東北の大学で初となる女子ラグビー部の２０１７年度創設に向け、２０１６年度から選手
の勧誘や人材発掘活動を始める。同大ラグビー部は２０１５年度、東北地区大学リーグ１部昇格１年目で
優勝を果たし、全国大学選手権ファーストステージに初出場。女子 功一部も創部２年目で全日本大学
女子選手権に東北第２代表として出場した。両部の活躍とラグビー人気が追い風となり、同大で女子ラグ
ビ
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ｍ－－剥い題｛｝トがった。

（２３）

「八戸銀サバトロづけ…舛」 バス乗車券とセット販売

八戸市は、今年の全国ご当地どんぶり選手権でグランプ」を受賞した俵屋の「八戸銀サバトロづけ井」の食
事券と、店舗近くのバス停までの往復乗車券をセットにしたバ刀もクを３月２６日から発売してし、る。俵屋で
は、銀サバトロづけ井、イカとイクラを盛った「八戸ば〈だん」｛いずれも八一フサイズ）、せんべい汁などをセット
にした「俵屋グランプ」セット」が味わえる。料金は食事券２千円と、同市中心街発着の往復乗車券６００円
を合わせた２６００円 （税込み）。「はっち」や中心街周辺のホテルなどで販売する。

（２４）

声楽メンサンフルコンテスト全国大会

　

八戸東高が初の金賃受賞！
青森県立八戸束高の音楽部が３月１８～２１日に福島市で開かれた「第９回声楽アンサンブルコンテスト全
国大会」の高等学校部門で５位に輝き、初の金賞を受賞した。１９日に開かれた
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道府県の大会で１位に選ず緒ｔた強豪４３団体が出場。八戸東高は「秋」「フランスの１本のバラ」など４曲を
披露し、ウクライナ語やスペイン語など発音力僕難しい夕ｆ冨…ｉ小－：二二に挑戦した。毎朝の練習などメンバーの
努力はもちろん、難易度は高し、が、同校の持ち味である美しいハーモニーを最大限に生かした楽曲選び、
部員たちの歌声の特徴と会場の構造がマッチしたことなども功を奏した。

（２５）

昨夏の八戸ニ性へ審

　

経清波及効果は５７億円
八戸市の有識者らで組織する八戸地域社会研究会は、昨夏に開催された八戸三社大祭の経済波及効
果が５７億６９００万円で、新たに５８１人分相当の雇用が誘発されたと９０縄三．」二をまとめた。八戸観光
コンベンション協会が発表した入り込み数、主催者と関連事業者の事業費やヒアー」ングなどを基に、２００５
，月；二手薄＊；＝開三二蔓一 経済波及効果や雇用者の所得、消費などの規模を算出した。また、三社
大祭をさらに活性化させる方策として、神社行列や山車解説の沿道のアナウンスなど、より観光客の視点に
首「７Ｔ－＋」”” →；＝した。
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